
SNS やホームページで情報を発信しています‼

［私の考え］財政調整基金（市の貯金）について

鈴木財務大臣へ防減災に関する予算要望を行いました！

CHANGE KUJI vol.03
2024 年５月号

久慈市議会議員の岩城りょうです。日頃より、活動に

ご理解ご協力をいただきありがとうございます。

今 回 の『CHANGE KUJI Vol.03 ～ 活 動 報 告 ～』 で は、

令和６年２月定例会議の報告や、活動の一部について

お知らせいたします。ぜひ、ご覧ください！

職　　歴／ 久慈市正職員（12 年勤務）
生年月日／ 平成 4 年 5 月 21 日・久慈市生まれ
学　　歴／ 久慈高等学校
家　　族／ 妻、長男（７歳）、長女（４歳）
役　　職／  会派くじ未来会議代表、総務委員

会副委員長、議会運営委員会委員、
議会改革推進会議委員、広聴広報
委員会委員

久 慈 市
市議会議員 岩 城りょうの

ともに創る、新しい久慈。

活動報告 　財政調整基金とは、災害などの不測の
事態や年度間の財源不足に備えるための
貯金で、財源が不足する年度に活用する
ものです。
　今後、高度経済成長期に整備した公共
施設をはじめ、道路などのインフラが老
朽化していきます。それらの改修に多額
の支出が必要となるため、増やすことが
目的ではないとしても、基金を積み立て
ていくことは必要であり、一定の基金残
高確保のためには、歳入確保施策の推
進と思い切った事業の見直しが必須で
す。
　また、当初予算を組むときから貯金を
使う状態が複数年にわたって続いてい
ることは、決して、健全な財政構造とは
言えません。様々な視点から行財政改革
を進め、極力、財政調整基金の取り崩し
を行わない行財政運営が求められます。

　日本海溝・千島海溝でマグ
ニチュード 9 の大地震が発生
した場合、大きな被害が想定
されています。今後、新たな
避 難 場 所 や 避 難 道 路 の 整 備、
浸水が想定される学校や行政
施設の移転・建設も必要となっ
てきますが、市の独自財源のみで実現することは困難です。
　そこで、現在の財政支援の更なる拡充・充実や制度の見直しな
どを含めた「国による財政支援」を強く要望し、今後とも機会
を捉えて連携をとっていくことを確認し合いました。
　引き続き市民のみなさまの暮らしと生命財産を守り抜くため、
様々な角度からの政策提言や要望活動へとつなげていきます。

岩城りょう公式
　　エックス

岩城りょう公式
ホームページ

（旧ツィッター）

岩城りょう公式
　　Facebook

岩城りょう公式
　　Instagram

TEL:080-1699-7682 　E-mail:iwakiryo.92@gmail.com
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令和６年度一般会計当初予算の概要　詳細は、かだってタイムズ№79をご覧ください！

●  予算規模は、「214 億 9,000 万円」であり、前年度比 7.5％の増となります。

●  教育、保育環境の整備・脱炭素社会施策、公共交通対策の充実等に重点がおかれて
おり、前年度からの増額の主な要因は、久慈湊小学校移転改築事業等の増によるも
のです。

●  歳入は、市税等の自主財源が 57 憶 8063 万円で 26.9%、地方交付税や国庫・県支
出金等の依存財源が 157 億 937 万円で 73.1% となっています。

●  歳出は、障害者や高齢者に対する福祉の充実、子育て支援などの経費である民生費、
全般的な事務等にかかる経費である総務費、教育活動のための経費である教育費が
約６割を占めています。
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。

議会映像

未来志向の対話

現場を知ることの必要性

子どもたちの未来のために

　活動の中で久慈市の現状を知り、みなさまと
の対話によって未来への想いを巡らせるなか
で、人口減少を始めとする未来への大きな危機
感を感じると同時に、日々、久慈市の可能性を
感じることで、まだまだやれるという期待感を
得ています。
　私が目指す「夢と希望にあふれる久慈市」
を創っていくためには、これまでの常識に捉わ
れることなく、課題には真正面から取り組み、新しいことであっても可能性を感じれば圧倒的
なスピード感をもって挑戦していくことが必要です。ぜひ、久慈のことについて、お話ししま
しょう！

　ご連絡をいただく機会が増え、様々な現場をみることが
できています。市へ要望を伝えるにも、地域の方々からお
話を聞くにも、やはり、現場を確認することが必要不可欠
です。
　同時に、人口減少社会にあっては、市の財源も限られて
おり、税収減少や社会保障費の増加などにより、難しい時
代を迎えています。その前提をみんなが理解したうえで、
久慈市にはなにが必要か、優先すべきことはなにかという
議論を交わしていくことも大切です。「久慈市民のみな
さまの市民力」があればどんな困難だって乗り越えてい
けると信じています。

　３月、４月は、母校でもある長内小学校と長
内中学校の入学式・卒業式へと出席する機会を
いただきました。学生時代の思い出がよみがえ
るとともに、これからを担う子どもたちのため
にも、より一層スピード感をもって様々なこと
に努力していくという想いを強くいたしまし
た。
　これからの時代は、「若い人たちが活躍す
る社会」でなければいけません。そうでなければ、尊敬する先輩方も、地域のことも、一次産
業も、伝統や文化も、あらゆるところで支える人がいなくなってしまいます。若者が輝き、子
どもたちの未来を明るいものとするため、あらゆる角度から取り組んでいきます。


